
須美寿カルデラ
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伊 豆･ 小笠原弧 ．須 美 爵カ ルデ ラにお い て，マルチビ ーム測深による海底 地形調 査．潜水船による 調査がfi われた ．煩 美舜カ ルデラ

は 叉 鮪 世後期に 形成さ れた海底 カ ルデラで. 完新皀に も後カ ルデラ 期の火山活助がある．ま た，外輪山におい ても讒カ ルデラ 期に．瑤

化 変 質や咀鉄 の水酸1ﾋ 物を析出 させるよ うな 活角 がある ．一方. 中 央 火口丘は新鮮なデイ サイト で. 熱 水に依存する 生物 群集が 認めら

11る ．

須 爽舜カjレデラにお いて特・ 岶な 釉 形として. 外嶋山 全体を 攪う鳳形の畝状炮彫がある. この地 蓐li,惣屑 と巨 大ブ ロック からな り．

火規 模な 地柵 りが外輪 山 全体 で起き たことを示唆 している ．
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’1. はじめに

伊豆・小笠原弧は，東北日本彊や西南日本弧を嗔ぐ，

1200kxｌ もの延長を有しており，そこには活発な火山が

多数存在していることが知られている．伊豆・小笠原

弧の大部分は沈水しており，躡雨による浸食を受けな

いため火山地形の保存は良好で．現世の火山フロント

上の商まり上にはたくさんの火山性凹地の存在が知ら

れている（大腸ほか，1980，村上 一石原，1985 ，岩詢

ほか.1989 ，長岡ほか，1991. など）．近年．主に潜航

餌査によって伊豆・小笠原弧において海底熱水活動が

発見されている（仲・深海調査グループ，1989 ，長岡

ほか，1992，飯笹ほか. 1996 など）が，これらは何れ

も火山性凹地において発見されたものである．

須臾寿カルデラは．伊豆・小笠原傴では箱根に次ぐ

大きさをもつカルデラで，その長径は9krｎ. 比高は

碑0●に遠する．須美寿カルデラでは．地質調査所によ

り調査が行われ，商皿力型の陥没カルデ ラであると見

なされている（村上・石原.l 甄5）.また．柱状採泥．

ドレッジ試料の分析から，熱水活動を示咳する硫化拡

匏や硫畷塩鉱勧などが得られている（飯笹.1989 ）.

その後，マルチビーム測深により，須美寿島周辺の

詳銀な海底地形調査が行われ（海上保安庁水路部.

1997），引き縫いて，しんかい2000 による海底の微細

絶彫・地質の調査も行われた．これらにより明らかと

河

なった．須臾寿カルデラの海底地形・地質について報

告する．

2. 須萸寿カルデラの海底地形

須芙寿扁周辺の海底地形躙査は，測量船「拓洋丿 搭

藏のシーピーム210  (12kHz.  80 ° －alh ，81 ビーム）

により測深した．測線は東西方向に0.5 海里間隔とし．

水藤が浅い部分についてはその問に補訓練を設けてい

る．また，南北方向の測線も２海里問隰で設定した．

これにより，水探260m 以 深の海域については．全面的

にマルチビーム測深機によりカバーされている．なお.

ｌｊｌ 船本船が近づくことが出来ない須美寿烏岡辺と白

椢については，拓祥搭載の踉』量艇に精密曹響測深楓

｛ＦＤＲ-101.2110kHｚ. 半減半角6 °｝を装備して調査を

行った．調査船の位置は． 躙査時にはGPS の単独測位

により求め，資料解析時に，八丈鳥に設皿したGPS 局

のデータを用いて，オフライン処理のＤＧＰＳ法により

決定した．なお，0.5 海里間隔の測線及び交差測楾につ

いては，エアガンを音源とするシングルチャンネJﾚ 反

射法探査（5.8Q エアガン．発掘間隅10 秒）と3.5kHz

表層探査も同時に実施している．

調査の粘果明らかとなった，匁汲寿カルデラ周辺の

海底地形をFig,l に，鯨ﾒ 鳥瞰図をFig.2 に示す．

本海域で最も顕著な特徴は，多 数の火山地形である．

図 １ 須 美 寿 カ ルデ ラ 川辺 の 海 底 地 形，(海 Ｅ保安 斤 水 陥 部.1997 に 加 筆) ． 等 深 線 間 隔10m 。

Fig. I Top43胼aphｙoflhcSumisucalderaan'd 崘 ａｃｃｎｌａｊｃａ(碵cr Ｈydrｏｇraphic deparlmenl. 1997),Conl 凹｢interval 1s 10m.
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そのうち． 主な ものだけでも調査海峨巾央やや北に位

置するカルデ ラ{Fig-1;Ａ}. 第２須笑力尚丘(Fig.1:13).

カルデ ラ北西緑外輪lj』(Fjg.1;Ｃ). カルデラ北火晦外輪

lj｣(Fjg.I;Ｄ). 白根{Fig.I;E}. カルデラ内小丘(Fig-1:Ｆ)，

カルデラ朿緑外輪山(Fig.1;Ｇ). 須臾寿島を含む高まり

{Fig.|;助，須美寿島西方の高まり(Fig.|;I)などが容易に

確認できる．これらのうち，Fjg.1のＢ．Ｃ．Ｈ．１は波

食を受け 切頌されていることから．更新ll!には既に６

在していたことがII』る． 一方．白根{Fig.1;Ｅ}は比高約

900m ，底径釣2.5km の円錐形の火|||で．その頂部は水

深7.7m であり，現在の布義肢食水準よりもはるかに浅

いにもかからわらず．その山体には平坦面は認められ

ない．この他にも，カルデラ内には巾火部と中央やや

川にも火山性の高まりが存在する．これらの比高はjO

～200m. 底径は約0,5km である．

本地峨において特徴的な 而底地形として．カルデラ

に1司心円上に並ぶ畝状の地形<Fig.l; J)がある．外輪山斜

而の傾斜は全1本としては3 °程度であるが．畝状の地形

部分では急斜面をなし， 一一･部では逆傾斜部も生じてい

る．畝の比高は1,1大で200m. 波長は1.5 ～2km12 度で

ある。J,“冫波探礎によれば．この地彫をなす削の基底は

平坦であるにもかかわらず． 上面は大きな起伏を見せ

ている(FigJ ，この地形は．カルデラ外輪山において．

全周明に向かって放射状に大規模な地渭りを引き起こ

したために形成さ11 たものと推定される． 畝状の地形

は.Fig.| の Ｇ．１の 外 側 では 海 底 面に は 認 め ら れ な い

が ． 音 波 採 査に よ れ ば ． こ こ で も 表 層 の 堆 納 物 の 基 底

と し て埋 Ｍ さ れ てい る ごと がIllる ． 外 輪 山 に お い て 大

規 模な 地 滑 り を 生じ た 秕にFigj の Ｇ， Ｉの 高 ま り が 形

成 さ れ た の であ ろ う ． こ の うち. Fig.l の Ｇ は 明 ら か に

カ ル デ ラ によ っ て 西孚 の山 体 が 切ら れ て お り ． ま た ，

Fig.l の ｜では カ ル デ ラ 床 には 高 まり の 裾 野 ら し き 地 形

が 認 めら れな い こ と か ら ． こ れら 地 形は カ ル デ ラ 形 成

以 前 に 形成 さ れ た も の と 推 定 さ れる ．

カ ル デ ラ の 周 圃に は ． 第 ２須 災 寿 海 丘(Fig.|;e) ，須

災 寿 島 を 含 む 高 ま り(Fig.|;||). 襲 美 野局 西方 の 扇 ま り

(Fig.l; I)な ど が 存 在 す る ． 飢 美 寿 島 を 含 む 高 ま り『Fig.|;

lりは 南北 に 約5k ・. 東 丙に 約2k ● の 広 が り を 持ち ， そ

の 頂 部 は 須 臾 寿 』咼と な っ て お り ． 標 高136  m. 基底 部

は 水 深 約700m で ．洵 食台 も 詔 めら ね る(Fhclo.l). 須

芙 洵=島 西 方 の 高 ま り(Fig.l;|)は 膿 径 杓3km で． 頂 部水

深 は23m ， 基底 部は 約500m で ． 頚 部 は 切 頭 さ れ 平 坦

面 と な っ て い る ． 第 ２ 須 美洶 洶 丘(Ｆｉｇ.J;Ｂ)は 円 錐 台状

で 平頂 部 を 持 つ ． 平頂 部 の 周 り は 約30 °に 達 する 急 斜

ほiと な っ て い る ．

3. しんかい2000 による潜航調査

須jXl寿カルデラでは．３回のしんかい2卯0による潜

齟調査が行われた{Tablel}.各潜航の概仮を以下に述べ

る．

猖

図 ！ 可IX14- り ４.1ｒ' ひひ)､IC.1・鯨 瞰|･貨|

|.･liり131rd ‘ic3c. ‘ ｗ11alels い いlc､ 、tllllhcSlllllisIIGII＆la.
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図 ３ 須 美 寿カ ル デ ラ外 輪 山 斜 面 に お け る エ ア ガ ン音 岐 探 査 紀

録 ． 断 而 の 位 破 は 図 １に 示す.

F18.3 Sei鈿licpro61eonlhcoulcrs10peofUlesumisucal ＆ra.LQcalion

orlkpfofileisshowninFi ＆| ，

(1)2K･S946

須美寿カルデラの地質を明らかにすることを目的 と

して，カルデラ床四緑からカルデラ西aj内壁にかけて

の岡査を行った伊g.1、Fig.4). カルデラ内は水温が高

く，水深96011 で水温は11.0℃ もある．カルデラ壁の脚

部は崖錐に攪われているものの．一部では節理の発達

した火山岩露頭が紹められる．節理は概ね外輪山山体

と調和的( 旧山体科面に垂直の方向) に 発達する． 軽

石は転石としてもかなり希で．円繦された礫がわずか

に認められるにすぎず，軽石の巨大ブロックは認めら

れない．カルデラ・ の衂頭からは，固結した灰色の泥

岩がin･silｕで徇られた(2K-●9416-R6).この泥岩は，成岡

火山体の火山活動の休止期に堆積したものと考えられ

る．カルデラ壁中に，部分的に箸しく白色を呈する地

帯がある{?ho･０.3}.白色の岩石は硅化変質し黄鉄鉱の

鉱染を受けた火山砕屓岩であったC2K･#946･R6. Pho10.

4). 変質帯の鰛は最大100 ｓ以上に達し．近くに変質彬

が確認できない場所においても，座錐の角礫中に珪化

変貿礫がしばしば認められることから．珪化変質襤は

カルデラ内壁にかなり広く分布していると考えられる．

崖慥堆積物の砂礫の上に 一部で赤褐色軟質の堆積物

が認められる(Pho10.5). この堆積勧は極めて軟質で，

Push  Carerは容易に刺さるものの.Rcllj・clを装着して

いるにもかかわらず懸濁・涜出してしまい(Pho10.6)，

潜水船の鵬収途中に失われてしまった． 堆積勧の即さ

は5cm 程度で．色調や産状から．海底下から沁み出し

去 １ ２Ｋ４９４６.11C17,1101S の潜航 記録

Tlble l Disｃripli翻sｏr2KJ946.S1017aldSlelS.

甜
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てくる水に起因する耿の非晶貿水酸化物であろうと推

定される．ただし、鵑水調査船のＳＴＤでは赤褐色の

堆積物が覆う地帯では．水温や塩分濃度の異常は検出

されなかった．

(2)2K- ●10里７

カルデ ラ床崩緑からカルデラ南II』内壁及び中央火口

丘のうちの一つの贋査を行った(Fj＆I.F18-5). カルデ

ラ内甓にはしぱしば強い珪化変質を受けた白色の変質

徐が観察される．岩石には生物の付将も多い． 一方，

中央火口丘はデイサイト亜角禰からなる(PhO10,6)1 わ

ずかに鉄水酸化勧が付着しているところもあったが概

ね新鮮で．生物はほとんど付着していない．中央火[]

丘の贖部において．海庭からの湧水に倣存すると考え

られる生勧群集を発見した(Phoio.7. ≪U 生物群集は．

シンカイヒパリガイ，巻き貝(2 種類)，チューブワー

ム．スポンジな どからなる．シンカイヒバリガイは，

横に大きく伸ぴた形をしていることから新種の可能性

がある．巻き貝はコロニー中心部ではバイガイに似た

種が卓越する．巻き貝１個体を採取したところ．２本の

角の根本に目のような黒点が紹められた．チューブ

ワームはヤキソバ状で，岩の割れ目等に群をなしてい

る．２個体採取したが遺骸であった．海底カルデラのた

め．水岨はかなり高く．水深921)ｍのカルデラ床で11.2

℃，中央火口丘の頂郤付近では水深673 ●で12.1℃であ

る．シンカイヒパリガイの生息域において地温を計測

したか，周囲の水温とは有為な差は認められず，また，

水のゆらぎ番も観察されなかった．当該地耆の海底は

若干黒く．岩石の割れ目の周囲はバクテリアマットと

思われる白色の物貿で薄く覆われている．

(3)２Ｋ４ﾕ018

須災寿カルデラにおいて特異な地形として，外輪山

外側斜面に同心円状に兇達する畝状の地形がある．本

潜航においては．畝状の地形の突態を明らかにするこ

とを目的として．外輪山科面の畝状の地形がなす急垣

郎の調査を行った(Fjg亅，F116)･

畝の問は泥質堆禎物で覆われた平坦而となっている．

図4 2K 一群 叫6 に お け る 調 査航 跡 。

Fi＆4 Sur､･eylr 叙korlhediv ｃ２Ｋ-网 恥 。
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畝がなす急屎部は．上部はデイサイト質火山砕屑物を

マトリクスとする火山角礫岩の巨大ブロック，下部は

円磴を含み亜角禰及ぴ砂を主体とする岩屑堆積物で

あった．禰の一部には．硅化変質を受けているものも

わずかに認められる．巨大ブロックは「しんかい2（・o ）

程度の大きさ（十数ｍ）で．大部分のブロックのうち

の一面は白色を呈しているものが多い（rholQ.9）.白色

のｉ は渣放岩質の凝灰岩屋であった．

4. 須美郷カルデラ周辺の地質

象美郷島は第四紀の火山とされているものの．急峻

な岩尖塔で(F11010.1)，わずか１試料の岩石の化学分折

が報告されているにすぎない( 小坂ほか，1985). これ

によれば．須哭痔鳥は高アルミナソレアイト玄武岩と

される．また．須哭寿島周辺の海底の高まりからは玄

武岩．安山岩．デイサイトな どの火山岩が採取されて

いる( 地質調査所. 1985). カルデラ中の小丘からは普

通輝石しそ岬石安山岩及び同石英安山岩が得られ，外

幡山では普通岬石かんらん石玄武岩が．カルデラ壁で

は普通岬石しそ輝石安山岩及び同玄武岩が得られてい

る( 地質調査所.1985). カルデラ床内における柱状採

泥の粘果．スコリア質及び軽石貿火山灰が採取され．

その中から黄銅鉱．閊亜鉛鉱，黄鉄鉱，霆晶石などの

重鉱物が碍られているC 飯笹.1989).

しんかい2000 により採取された岩石試料を鏡下観察

を行うとともに．蛍光Ｘ 線法( ただし，Ｈ
Ｚ
Ｏ．.|120..

甜

Fｅ
ｌ
ＯyＦｅＯは 湿 式 法 〕 に よ り 化学 分 析 を 行 っ た(Tabic

2).

外 輪 山 西側 内 壁 か ら 採 取 さ れ た 火 山 岩(2M946･R4) は

斜 方 掫 石 一単斜 輝 石 デ イ サ イ ト ， 外 輪 山 南 側 内 壁

(2K#1017･RI) は 単 斜 岬 石 安 山 岩 であ る ． ま た ， 外 輪 山

外 側 斜 而 か ら 採 取 さ れ た 角 礫 ～ 鉅 角 礫(2Kj1018･R2 ，

R3) は ． カ ン ラ ン 石 玄 武 岩 で あ る ． 一 方 ．中 央 火 口 丘 か

ら 採 取 さ れ た のは(2KS1017･R4,  R6, R7) 斜 力 卸 石 一単

斜 輝 石 デ イ サ イ ト で あ る ．

伊 豆 ・ 小 笠 原 弧 で は 同 じ 火 山 で も 玄 武 岩 質 と 淌 鮫 岩

質 の Ｂｉｍｏｄａｌな 火 山 活 動 が 起 き て い る こ と が 知 ら れ て

い る ． カ ル デ ラ内 か ら 採 取 さ ね た 火 山 岩 は 酸 性 火 山 岩

を 主 体 と す る の に 対 し ． 外 輪 山 外 側 斜 面 か ら 得 ら れ た

の は カ ンラ ン 石 玄 武 岩 であ っ た ． た だ し ． 目 視 貎 察 で

は あ る が ． 外 輪 山 外 個I』斜 面 に お い て も 湎 紋 岩 買 凝 灰 岩

眉 も 認 め ら れ る こ と か ら. カ ル デ ラ に お け る 火

山 活 動 は ． 伊 豆 ・ 小 笠 原 弧 の 他 の 第 四 紀 火 山 と 同 様.

Bj ●odal な も の と推 定 さ れ る ．な お ，ＦｅＯ･yＭｇＯｊＳ１０,を

検 討 す る と ．｜試 料(2Kj1017-RI) を 除 き ソ レ イ ア イ ト 系

列 の 領 域 に プ ロ ッ ト さ れ る ．

火 山 岩 と 互 層 す る 泥 岩(2KS946･R6) に 含 ま れ る ナ ン ノ

化 石 に つ い て ． 佐 藤 時 幸 博士 に 検 討 し て 頂 い た ． スミ

ア ス ラ イ ド 法 に よ り 無 作 為 に100 個 体 を 定 量 同 定 し ，

そ れ 以 外 に も産 出 す る 瓢 の 有 無 を 調 べ たCrable3). 須

美 寿 カ ル デ ラに お い て 火lj｣岩 と 互 岡 す る 泥 岩 から は ．

図5 2K. まx 1017に お け る 調 介 航 跡.

Fig,5 Survcylrack dlhc dive 2K･ 川017.
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jΞｓjtj由111加,ｒ椥'を多産するものの. Heiicosphacra

ｉａyｃｆｓｌを藐 しないことから．須臾寿カルデラの外輪山

形成は0.16Ma 以降と考えられる.

5. 須美寿カルデラの形成過腟

本淘域における火山性の高まりのいくつかは頂部に

平坦面を有している． 平坦面緑の傾斜変換水深は．第２

須美寿海丘(Fi＆l;Ｂ)やカルデラ北西緑外輪山(Ｆ４.1;Ｃ)

で150 ～180m ，須芙寿島を含む高まり(Fjg.1;Ｈ)とそ の

西方の高まりCFig.1;|)で 水深30m 付近と100m 付近．カ

ルデラ北東緑外輪d｣(Fig.1;Ｄ)で水探250m 付近にある．

このうち．水深30m 付近における平坦面は，現在の誨

水準に対応した平坦面であるが，それ以外の平坦面は

遇去の海水搴低下期に彫成されたものと考えられる．

一方．白根では頂部水深は7.7m と現世の有意波食水深

よりも浅いにもかかわらず，切頭されずに円錐形を

保っている．

水濠120 ～150m 付近に外縁をもつ平坦面は，一般に

更新世後期の最大海逎期に形成されたと考えられてい

図6 2K･ ＃1018 に お け る 調 査 航 跡.

Fig.6 SｕⅣrcy track of ilw dive 2K-#  1018.

JAMSTEC  J. DMp  Sm Ｒ・15  (1999)

る．第２須臾寿海丘(Fig,l;Ｂ)やカルデラ北西緑外幡山

(Fj・1; Ｑは，更新世後期には形成され波食を受けてい

たと考えられるが，同一のカルデ ラの外輪山は同じ時

瑚に形成されたはずなので．水深250 ｓ 付近に外縁水深

をもつカルデラ北東緑外輪山が・・ されたのも同じ畤

周であろう．陸上では上位の段丘ほど古い時代に形成

されたものであり．海底にあっては．深い波食平坦面

ほど古い時代に形威されたものである．しかし，火山

絶域では火山活勤にともなって局所的に隆起・沈降す

ることがあるので，近接した地域の平坦ｉ の水深から

その新旧関係を推定するごとは出来ないことを示唆し

ている．したがって．水深100m 付近に平坦面をもつ須

美寿島を含む高まり(F11);Ｈ)とその西方の高まり(Fi＆1;

I)についても，必ずしも最大海退期以降に形成されたと

は言えないことになる．

須奬寿鳥を含む商まり{Fig.1;}l)と須美寿島西方の高

まり(FiS.1;))の北側斜面は，カルデラがなす急斜面と

なっている．この急斜面はカルデラ全体の形状と調和

的な．円弧状の等深線で表される地形となっており．



表 ２ 火 山 岩 の 化 掌 組 成

Table 2 Chcmical a) ｍｐｏｓilian4 0f 丶･○】㎝nicr ｏｃｋｓ

須臾寿島を含む高まりと裂臾寿島西方の高まりの棚野

の痕跡は認められないことから．力Jレデラ形成以前に

形成されたと考えられる．

先カルデラ火山体の彫成時に堆積した．外輪山諮岩

と互刷する泥岩に含まれる微化石の検討から，須汲寿

カルデラを形成する火山体の活動は0.16Mj 以降と考え

られ，また．切頭されていることから雁大海退期以前

であると言える．なお，外帖山外側斜面における岩屑

堆積物の中に熱水変質を受けた角礫が含まれているこ

とから．成層火山体形成期には，既に一部は変質を受

けていたと考えられる．また，現在でもカルデラ内壁

の趨錐堆積物の上に鉄の水酸化物が析・していること

から．外輪山で現在も熟的活動があることを示唆して

いる．

鳳大の巾央火口丘である白根では. 1996 年の調査に

おいて水深11m を測律した．海図記載水深は7.7m はと

なっているが．その水深が得られたのは1905 年以降で

1956年以前であることしか判らない．白根付近では

1992年に硫黄奥のある変色水（30mX 数ｍ）が假告さ

れている（齒1二保安斤水路部，1993J. 伊,ｉ ・小笠原弧

の111始岡ノ場や西之鳥新島の噴火では，噴火漿歓年を

経ずして水深14m となり．現在もその水深を雛持して

劔

いることから，11 銀において水深7,7m が測得されてい

るということは，非常に新しい時期の火山活動を示唆

している．他の巾央火口丘における潜航調査から も．

チューブワームやシンカイヒパリガイ等の生物群集が

認められており，火ljjの熱的な 活動はいまだに貔観し

ていることが判る．

外輪山斜面に認められる畝状の地形（Fig.1;J）は，山朋

を中心として同心円状に広がっている．原斜面の傾斜

は3 ～6 °程度で．音波探査によればある駟凖を境に上

位剛が涓っており， 下位の魘は全く変形していない

｛FiS.3｝.畝｛柵り｝の横幅は10km 以上あるのに対し，

波長｛涓りの距離｝は1.5 ～2km 程度と．通常の地滑

りにくらぺ滑落距解が非常に短い．

地滑りが短い距跏で鮗ってしまうには．滑りを停止

させる力が必婆である．地潮りの運動エネルギーが十

分に小さくなければ．停jl;のためにはとても強力な力

が必要になる．

渭りを停止させるための力として．①当該胴の一部

にロックした部分があって，（ロック部の摩擦によっ

てJ 渭りが停止した，②円彊状に・ つて．末端で.匕方

に向かって珊ぴ出す形となって 可（力が働き停止した．

の２つが考えられる．

ＪＡ ＭＳＴＥＣ Ｊ．Ｄｓｐ Ｓ●ａ Ｒ皿s..15119 砺 ）



表 ３ ２Ｋ一盻46- Ｒ石 の 泥 岩 献 料 中 の ナ ン ノ1 匕石

Ｔａｂｌｅ ３ ０ｃｔur7 でnee  of  diatom  fossils  in ａ ｍｕdsｌｏｎｅｏr2Ks9 舶-R6.

地滑りによ って 形成された畝狄の地形は，山股に広

く同心円状に広がっていること，音波探査によれぱ．

当該・ 凖は山麭に広く迫跡されることから．①のよう

に地柵りの停止を地眉の強度の不均一性で説明するこ

とは困雛であろう．畝状の地形の11JII』の斜面は，原翅!

形面又は原地形而と相似の斜面は1騙存されておらず，

むしろ逆傾斜になっている．このことから，須災寿カ

ルデラ外輪11』外側斜面における畝状の地形は，クリー

プ性の円弧滑りが生じたために形成されたものと一考え

られる(Fig.ﾌ).

潜航調査によれば，畝狄の地形の急崖部に見られる

巨大ブロックは，一而が白色を皇する涜紋岩賀の凝灰

岩からな るものが多い．滑りを生じたのが流紋岩質凝

灰岩屑であった可能性かあるが．滑りを生じた剔凖は

別にあ って．硫紋岩質凝灰岩層の物理的 強虞が低いた

めに猾る途中で巨大ブロックがそこから割れた可能性

も否定できない．なお． 音波探査では．記鰍の分解能

が低いため，涓った部分の内部構造はよく判らない

(Fig.2).

こ のような地彫は．須美寿カルデラだけではなく．

明神海 丘-･部や北硫黄島の海面下にも認められること

から，海底の火山体形成に特有の現象なのかも知れな

1丶．

JAMSTEC  J. C ≪ep Ｓ自魯 Ｒｏｌ..15{199S}

図 ７ 豕 美 寿カ ル デ ラの 形成 過 鯉

F117 Inferred devcl 叩 ｍｅｎts ｏrl･c Suｍ汕 ｄ ｄｌrａ.

以上から本地峨の地彫彫成史を考察すると．須美寿

カルデラにおける地史は以 下のように推定される.

①成屑火|llS成挧（0-１６Ｍａ以障）

マグマの活動により成層火山体が形成された．マグ

マは玄武岩質及びデイサイト買のＢｉｍｏｄａｌなもので

あった．この畤川は主に中心噴火であったと考えられ

る.

②大規模地渭り

成庖火山体の形成挧の末凋|に．山体斜面ではlllft全

休に及ぶ大規襖な地涓りC クリープ）が発生した.

③側噴火周

現在の須美寿島を含むいくつかの場所で側噴火が起

きた.

④カルデラ形成刈

贔大海退期の前にカルデラが彫成された.

⑤海食期（ ～最大海退期）

氷期の海退にともなって．外輪山やいくつかの剌火

山が詢ii上に姿を現し．波食を受け切頤された．この

時期に中央火口丘の活動が始まっていた可能性もある

が．よく判らない.

⑥巾央火口丘形成挧（ ～現勧

カルデラ内でデイサイト質マグマによる火山活動が

あり．中央火口丘が形成された．最大の中央火匚llで

9J



ある白根では非常に新しい時期に活動している可能性

がある。他の中央火口丘の頂部においても、チューブ

ワームやシンカイヒバリガイなどが棲息していること

から、現在も活動的であると考えられる。

ま　と め

須災寿力Jレデラは更新世後期に形成された海底カル

デラである．完新世にも後カルデラ挧の火|||活動があ

る．また，外輪山においても熱水活動があり，現在も

鉄の水酸化物を析出させるような活動が続いている．

外輪山の外鯏斜軛では，巨大ブロックと岩屑堆積勧か

らなる大規模地滑り｛クリープ｝地形が認められる．

本研究を実施するにあたり，海上保安庁水路部の諸

氏には大変お世話になりました．また．治航調査の実

施にあたっては，しんかい2000 の運航チームの方々，

なつしま乗組員の方々には大変お世話になりました．

海洋科学技術センター土田真二博士には，底榿生物に

ついてご教示頂きました．ここに厚くお礼申し上げま

す．
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写真ｌ 須災郎島全飛（東方より貿む）

Phoio. 1 Sumisu island

写真Ｚ 硅化帯の写戉(2K一助46)

Photo 2 Akredarｇ(2K 一四妬)

写 戉３ 硅 化霞質 を受けた 火山 砕川 岩((2K-g16R2)

Plillo､I A11crc山}Mo じlsお11cr､)cO2K.19461Q)

ＪＡ ＭＳＴＥＣ Ｊ．Ｄｅｅ卩Sea Rts..  IS  11!11!ｎ

写真４ 塲鏥 堆槓物の､辷に析山 する 跌水酸化物(2K･ 崢46)

Ph010､4 Fchydrａｘidcsonlhclalusdcposils(2K-S946).

写 真 ５ 跌 水酘 化拘(2K-S946)

Ph 心10.5 Fehydrｏxidc八匯 一助 柘)．

町 戉６ 巾 火 衵II 旺 の 新 俳 なDacilc

I洳 μ ６ ﾄ 心゙hd3cilcsoI･ 血 ぱnlralc41nc(2k.r110175.

痍?



写 真 ７ 中 央 火 匚l丘 の 頸 郎に 見い だ さ れ た 底 檮 生 物 群 災(2K･

叭017)

Ph010.7 ｖent００ｍｌｎunilyalthcsumnlilorlkccnlfala)nc{2K-s1017}.

写真Ｓ シンカイヒバリガイ属の二枚貝．貝の半分は砂礫に埋

まつている.
Photo.g Vcnl assoχialctj mussel Bslhymodill●5 sp.

詢

写!･t9　 一而 が 白 色の 巨 人 ソ|亅･フク101 司

|゙ 1101(,9 Glanlnl恥k 吋l ｕwhllc5 凵ぽke{2K･g10183
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